
えっとぶり春号 ２０２２年（令和４年） ５月 1/4 

法定講習のオンライン化について 
 

高圧ガス保安協会（ＫＨＫ）は、政府が進めるデジタル

化社会に対応するとともに、新型コロナウイルスのような

感染症の拡大や近年増大する自然災害により講習の受講

機会を喪失しないように、順次オンライン講習を導入する

こととなりました。 

オンライン講習はオンデマンド方式（インターネット経

由で動画を配信する方式）で実施され、ＫＨＫが収録した

講習の動画を一定の期間内に決められた内容を全て視聴

し、受講するものです。 
 

《オンライン講習のメリット》 

１．受講機会を確実に提供できる 

２．受講スケジュールを自ら設定でき、繰り返し視聴が

できる 

３．講習会場までの交通費等の負担がなくなる 

４．法廷義務講習は、オンラインのみで講習修了となる 
 
すでに一般ガス関係の講習は一部オンラインで実施さ

れており、ＬＰガス関係の講習も下表のとおり令和４年度

から随時オンライン講習に切り替わっていきますが、資格

講習の受講後に実施する検定試験や技能を伴う講習は従

来どおり対面（会場に集まって実施する方法）で行います。 

なお、オンライン講習の具体的な案内や申込方法等は、

ＫＨＫのホームページで公表されております。 

また、受講料に関しても右のとおり改定され、同ホーム

ページに掲載されております。  
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オンライン講習実施予定 
◯資格講習関係 

講習名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 

丙種化学液石  ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

第二種販売  ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

業務主任者の代理者  ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

特定高圧ガス取扱主任者      ◯ ◯ 

液化石油ガス設備士第 2・3      ◯ ◯ 

充てん作業者      ◯ ◯ 

保安業務員      ◯ ◯ 

調査員      ◯  

◯義務講習関係 

講習名 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 

高圧ガス保安係員(ＬＰ)  ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

業務主任者    ◯ ◯ ◯ ◯ 

液化石油ガス設備士再    ◯ ◯ ◯ ◯ 

 

＜備考１＞「上期」は
４月から９月、「下
期」は１０月から３
月の期間である。 

＜備考２＞斜線の欄は
講習を実施しない。 

＜備考３＞令和６年度
以降は、全てオンラ
イン講習となる。 

＜備考４＞液化石油ガ
ス設備士第２・３講
習に係る技能試験は
対面で実施する。 

    

講習会名 内訳 
受講料 

旧 新 

丙種化学液石 
書面 20,600 25,400 

電子 20,100 24,900 

第二種販売 
書面 14,200 17,200 

電子 13,700 16,700 

業務主任者の代理者 - 14,200 17,200 

高圧ガス保安係員 

（ＬＰ） 

書面 10,800 12,800 

電子 10,300 12,300 

設備士第２・３  

（筆記） 
- 13,400 15,800 

設備士第２・３  

（技能） 
- 16,200 19,700 

保安業務員 - 13,200 15,100 

調査員 - 7,140 8,430 

業務主任者 - 4,630 5,600 

液化石油ガス    

設備士再 
- 4,800 5,800 

    

 

講習受講料の改定について 
〔改定日：令和３年１０月１日〕 

https://www.khk.or.jp/ 
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転
落
・
流
出
防
止
の
「
鎖
又
は
ベ
ル
ト
等
の
二
重

掛
け
」
等
を
徹
底
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
確
認
さ
れ
、
流
出
防
止
措
置
を
講
じ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
着
実
に
実
施

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
各
需
要
家
庭

ご
と
の
供
給
が
可
能
な
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
被
災
地

に
お
い
て
、
早
期
に
復
旧
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
機
動
性
を
活
か
し
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
被
災
者
の
生
活
支
援

に
貢
献
す
る
な
ど
「
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
最
後
の
砦
」
と
し
て
の
強
み
を
大
い
に
発
揮
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
三
十
年
以
内
に

七
十
～
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
を
迎

え
撃
つ
た
め
、
会
員
の
皆
様
方
と
一
体
と
な
っ
て

災
害
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
心
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
貴
協
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  徳島県保安業務担当者名簿 
所    属 職    名 氏 名 担 当 業 務 

徳島県危機管理環境部 

消防保安課 

消防保安課長 林  耕治   

副 課 長 森内 悠子   

保安担当 

課長補佐 大坪 秀美 （総括）危険物、武器 

主任 横山 雄大 高圧、ガス事業法 

主事 山下 慶悟 液石、火薬 

徳島県南部総合県民局 

地域創生防災部（阿南） 

副 部 長 新田 哲弘   

県民生活担当 

課長補佐 大柳戸 敦樹 （総括） 

主査 久積 幹夫 火薬・武器 

主任 福永 史織 液石、ガス事業法 

主事 伊勢 七海 高圧 

徳島県西部総合県民局 

地域創生観光部（美馬） 

次   長 三橋 武司   

危機管理担当 

課長 大松 冠志 （総括） 

係長 三好  悠 火薬・武器 

主事 小儀 博輝 高圧、液石、ガス事業法 

 

日
頃
か
ら
、
貴
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
県
政
各
般
に
わ
た
り
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
一
昨
年
の
春
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
」
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
中
、

会
員
の
皆
様
に
は
「
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
実
践
店
」
と
し
て
、
感
染
防
止
対
策
及
び
保
安

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
が

絶
や
す
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
近
年
、
全
国
各
地
で
、
地
震
や
台
風
を
は
じ

め
と
す
る
自
然
災
害
は
後
を
絶
た
ず
、
昨
年
七
月

の
静
岡
県
熱
海
市
を
襲
っ
た
土
石
流
に
よ
る
「
土

砂
災
害
」
や
、
九
月
に
本
県
南
部
地
域
に
発
生
し
た

「
線
状
降
水
帯
」
で
は
、
海
陽
町
で
観
測
史
上
最
大

と
な
る
猛
烈
な
雨
に
よ
る
床
上
浸
水
等
の
被
害
が

発
生
す
る
な
ど
、
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備
え
が

「
ま
っ
た
な
し
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

国
で
は
、
こ
う
し
た
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

産
業
構
造
審
議
会
で
検
討
を
重
ね
、
昨
年
四
月
に
、

「
液
化
石
油
ガ
ス
安
全
高
度
化
計
画
二
〇
三
〇
」

の
策
定
、
六
月
に
は
液
石
法
施
行
規
則
及
び
例
示

基
準
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
災
害
発
生
時
の
保

安
確
保
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、
浸
水
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
充
て
ん
容
器
の
転
倒
・

ご
挨
拶 徳

島
県
危
機
管
理
環
境
部
消
防
保
安
課
長 

 

林 

耕
治 
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産業廃棄物の種類 
種  類 内  容 

１． 燃え殻 石炭殻、焼却炉の残灰、炉清掃廃棄物、その他の焼却残さ 

２． 汚泥 

工場排水などの処理後に残る泥状のもの、各種製造業の製造工程ででる泥状のも
の、活性汚泥法による余剰汚泥、パルプ廃液汚泥、動植物性原料使用工場の排水
処理汚泥、ビルピット汚泥、カーバイトかす、赤泥、炭酸カルシウムかす、掘削
工事に伴って排出される泥状物等 

３． 廃油 
鉱物性油、動植物性油、潤滑油、絶縁油、洗浄用油、切削油、溶剤、タール、ピ
ッチ、タンクスラッジ等 

４． 廃酸 廃硫酸、廃塩酸、各種の有機廃酸液等すべての酸性廃液 

５． 廃アルカリ 廃ソーダ液、金属せっけん液等すべてのアルカリ性廃液 

６． 廃プラスチック類 
合成樹脂くず、合成繊維くず、合成ゴムくず等固形状液状のすべての合成高分子
系化合物 

７． 紙くず 
建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る。）、パルプ製造
業、紙製造業、紙加工品製造業、新聞業、出版業、製本業、印刷物加工業から生
ずる壁紙・障子・紙・板紙のくず等 

８． 木くず 

建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る。）、木材又は木
製品製造業（家具製造業を含む。）パルプ製造業、輸入木材卸売業及び物品賃貸
業から生じる木材片、おがくず、バーク類等 
貨物の流通のために使用したパレット 

９． 繊維くず 
建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る。）、衣類その他
の繊維製品製造業以外の繊維工業から生ずる畳、じゅうたん、木綿くず、羊毛く
ず等の天然繊維くず 

１０． 動植物性残さ 
食料品製造業、医薬品製造業、香料製造業から生ずるあめかす、のりかす、醸造
かす、発酵かす、魚・獣のあら等 

１１． 動物系固形不要物 
と殺場においてと殺し、又は解体した獣畜及び食鳥処理場において食鳥処理をし
た食鳥に係る固形状の不要物 

１２． ゴムくず 天然ゴムくず 

１３． 金属くず 鉄鋼、非鉄金属の研磨くず、切削くず等 

１４． ガラスくず 
    コンクリートくず 
    陶磁器くず 

ガラスくず：板ガラス、破損ガラス、ガラス繊維くず、ガラス粉等 
コンクリートくず：製造過程等で生じるコンクリートブロックくず等 
陶磁器くず：陶器くず、耐火レンガくず、耐熱レンガくず等 

１５． 鉱さい 
高炉・平炉・電気炉等の残さ、キューポラのノロ、ボタ、不良鉱石、不良石炭、
粉炭かす等 

１６． がれき類 
工作物の新築、改築又は除去に伴って生ずるコンクリートの破片、レンガの破
片、その他これに類する不要物 

１７． 動物のふん尿 畜産農業から排出される牛・馬・めん羊・山羊・にわとりなどのふん尿 

１８． 動物の死体 畜産農業から排出される牛・馬・めん羊・山羊・にわとりなどの死体 

１９． ばいじん  
大気汚染防止法に定めるばい煙発生施設又は汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃
プラスチック類の焼却施設等において発生するばいじんであって、集じん施設に
よって集められたもの 

２０． 上記 1～19に掲げる産業廃棄物を処分するために処理したものであって、 
これらの産業廃棄物に該当しないもの（例えばコンクリート固形化物） 

 

徳島県における産業廃棄物の不法投棄の通報等に関する協定 

 

令和４年２月２４日（木）に徳島県庁において、徳島県と徳島県エル

ピーガス協会は「徳島県における産業廃棄物の不法投棄の通報等に関す

る協定書」を締結しました。 

廃棄物は「産業廃棄物」と「一般廃棄物」の２つに分類され、「産業

廃棄物」の定義は、『工場や事業場の事業活動（物の製造、加工又は販

売等）に伴って生じた廃棄物のうち、汚泥、木くず、がれき類等』で、

これら以外の廃棄物が一般廃棄物となります。 

以下のとおり、産業廃棄物の種類の一覧を作成しましたので、徳島県

内における産業廃棄物の不法投棄の早期発見と拡大防止にご協力いただ

きますようお願いいたします。 
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５

月 

１３日 調査員講習・検定 ＪＡ会館 9:00～ 

２０日 業務主任者講習 ＪＡ会館 9:00～ 

２６日 
定時総会 

徳島グランヴィリオホテル 
14:00～ 

第２回理事会 15:40～ 

 

６

月 

 

６日～７日 
保安共済事業団 

四国ブロック会議 
愛媛県 12:00～ 

９日 
令和４年度全国ＬＰガス

協会通常総会 
東京都 15:00～ 

１７日 第２回総務部会 徳島健康科学総合センター１階 13:30～ 

２３日 設備士再講習 ＪＡ会館 9:00～ 

 

令和３年度 お客様相談件数 
 

令和３年度に当協会お客様相談所への相談件数は９件で、その内容は次のとおりです。 

■LPガスの価格について ４件 

■販売店の移動について ２件 

■保安について ２件 

■その他について １件 

 例年であれば、お客様からの相談に対する相談員の対応を評価するため、エルピーガスお客様相

談所委員会を年２回対面で開催しておりましたが、徳島県内におけるコロナウイルス感染拡大の影

響により、２回目の委員会は書面協議での開催となりました。 

また、１０月２１日に開催された第１回お客様相談所委員会および２月に行った書面協議のいず

れにおいても、相談案件に対する相談員の対応を評価、審議した結果、適切に処理されていると認め

られました。 

 
令和４年４月２２日（金）徳島グランヴィリオホテルにおいて、

「令和４年度第１回理事会」が開催され、５月２６日（木）に開催
される定時総会に関する事項をはじめ、５つの議案が承認されまし
た。 
 
◇議案 

  第１号議案 令和４年度定時総会について 

  第２号議案 令和３年度事業報告及び決算の承認について 

        ◯監査報告 

  第３号議案 令和４年度事業計画及び収支予算について 

  第４号議案 公益目的支出計画実施報告書等の提出について 

        ◯監査報告 

  第５号議案 入会しようとする者の可否の決定について 
 
 ◇協議事項 

  （１）役員（理事・監事）の選任について 

  （２）その他 

定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

 
日 

時 

令
和
４
年
５
月
２
６
日
（
木
） 

１
４
時
０
０
分
～ 

場 
所 

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル 

議 
案 

第
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
報
告
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
第
２
号
議
案 

借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

第
３
号
議
案 

（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
の
広
報
活
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

第
４
号
議
案 

役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

（
報 
告
） 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て 

〈
会
員
の
皆
様
へ
の
お
願
い
〉 

 
 

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
会
議
時
間
の
短
縮
や
会
場
設
営
に
特
別
の
配

慮
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
出
席
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し,

ま
す
。 

 
 

② 

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、「
代
理
人
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
」
（
委
嘱
状
）
を
必
ず
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
行
事
予
定 


